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▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
継
続
し
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
松
尾
八
幡
平
地
域
を
は

じ
め
、
地
熱
発
電
創
業
を
見
込
み
、
引
き

続
き
事
業
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
、
松
尾
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
安
代
診
療

所
付
近
に
防
災
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
整

備
し
、
災
害
時
に
備
え
ま
す
。

▼
道
路
整
備
事
業
＝
県
道
焼
走
り
線
、
市

道
北
切
線
、
矢
神
線
、
松
川
線
の
事
業
完

了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
代
行
に
よ
る

事
業
を
要
望
し
て
い
る
市
道
鴨
志
田
線
に

つ
い
て
は
、
事
業
採
択
に
向
け
、
実
施
設

計
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
他
、
市
道
山

子
沢
線
な
ど
10
路
線
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と

し
て
、
市
道
植
立
水
沢
線
な
ど
４
路
線
に

つ
い
て
、
実
施
設
計
お
よ
び
概
略
設
計
に

着
手
し
ま
す
。

▼
水
道
事
業
＝
小
屋
の
沢
水
源
を
活
用
し

た
統
合
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
27
年

度
か
ら
２
カ
年
で
浄
水
棟
と
配
水
池
の
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

▼
下
水
道
事
業
＝
公
共
下
水
道
事
業
の
西

根
地
区
管か

ん
き
ょ渠

整
備
を
継
続
し
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、
時
森
地
区
管
渠
整
備
が
完
了

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
さ
ら
な
る
接
続

率
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
市
営
住
宅
＝
長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、

柏
台
第
一
住
宅
の
排
水
管
更
生
工
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
時
森
住
宅
の
排
水
設

備
接
続
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
＝
新
庁
舎
移
転
に

伴
い
、
26
年
12
月
に
路
線
を
見
直
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
さ
ら
に
利
便
性
の
よ
い
利
用
形
態
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

▼
社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

制
度
＝
平
成
27
年
10
月
か
ら
番
号
の
付
番

と
通
知
を
行
い
、
28
年
１
月
か
ら
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
と
利
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
独
自
利
用
な
ど
、
準
備
に

万
全
を
期
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
都
市
計
画
＝
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前

線
と
大
更
駅
西
口
駅
前
広
場
の
２
事
業
に

平
成
27
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
18
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
、
市
議
会
議
事

堂
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
︒
議
会
初
日
に
は
、田
村
正
彦
市
長
が
27
年
度
の
施
政
方
針
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
︒
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
︒

昨
年
５
月
８
日
に
、
増
田
寛
也
氏
が
座
長
を
務

め
る﹁
日
本
創
生
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分

科
会
﹂が
、
２
０
４
０
年
に
は
若
年
女
性
の
流
出

に
よ
り
、
全
国
８
９
６
の
市
区
町
村
が
消
滅
の
危

機
に
直
面
す
る
と
い
う
試
算
結
果
を
発
表
し
ま
し

た
︒
こ
れ
は
、
今
後
何
も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
と

い
う
前
提
で
す
が
、
県
内
33
市
町
村
中
、
本
市
を

含
む
27
市
町
村
が
該
当
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
、
人
口
の
減
少
と
東
京
一
極
集
中

が
進
み
、地
方
が
疲
弊
す
る
現
状
に
対
し
、国
は
、

昨
年
12
月
27
日
に﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
﹂お
よ
び﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
﹂を
策
定
し
、
人
口
減
少
の
歯
止

め
と
地
方
の
再
生
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
︒
本
市
と
し
て
も
、
今
後
、
仮

称
で
す
が﹁
八
幡
平
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
推
進
本
部
﹂を
立
ち
上
げ
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お

よ
び
総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
︒

本
市
は
、
平
成
17
年
９
月
に
旧
３
町
村
が
合
併

し
て
以
来
、
本
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
す
︒
こ
の

記
念
す
べ
き
10
周
年
に
当
た
り
、
11
月
に
記
念
式

典
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
種
記
念
事
業
を
展

開
し
ま
す
︒ま
た
合
併
後
策
定
し
た
総
合
計
画
は
、

27
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
し
ま
す
︒
総
合
計
画

は
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、

合
併
後
、
こ
の
指
針
に
沿
っ
て
、
市
の
将
来
像
で

あ
る﹁
農み

の
り

と
輝ひ

か
り

の
大
地
﹂の
実
現
を
目
指
す
と
と
も

に
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
︒
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
定
め
た
実

施
計
画
は
、
ほ
ぼ
順
調
に
事
業
化
し
、
完
了
し
て

き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
に
よ

る
観
光
入
り
込
み
客
数
の
減
少
な
ど
、
目
標
と
す

る
指
標
に
届
か
な
い
施
策
も
あ
り
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
の
10
年
の
取
り
組
み
を
検
証
し
つ

つ
、今
後
の
人
口
の
推
移
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、

28
年
度
か
ら
の
新
た
な
第
２
次
総
合
計
画
を
開
始

す
べ
く
、
現
在
、
計
画
の
策
定
に
向
け
て
作
業
に

着
手
し
て
い
ま
す
︒
27
年
度
中
に
は
、
基
本
構
想

と
前
期
基
本
計
画
お
よ
び
主
要
な
事
業
の
実
施
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
︒策
定
に
当
た
っ
て
は
、

既
に
総
合
計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
委
員
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
、
議
会
と
情
報
を
共
有
し
、
計
画
決
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

以
下
、
27
年
度
の
主
な
施
策
と
主
要
事
業
の
概

要
を
市
総
合
計
画
の
体
系
に
沿
っ
て
、
申
し
上
げ

ま
す
︒

今
後
を
見
据
え 

総
合
計
画
を
策
定

平
成
27
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会 

施
政
方
針

平成27年度の施政方針を述べる田村正彦
市長（２月18日、市議会議事堂議場）

自
然
と
共
生
す
る
、
快
適
な
住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
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継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
大
更
駅
前
線

は
、
県
か
ら
事
業
認
可
を
受
け
た
後
、
用

地
買
収
や
補
償
の
契
約
を
進
め
、
駅
前
広

場
の
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

大
更
駅
自
由
通
路
お
よ
び
駅
舎
の
実
施
設

計
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
＝
地
域
防
災

の
中
心
と
な
る
消
防
団
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、万
全
を
期
し
ま
す
。

27
年
５
月
に
、
盛
岡
市
で
東
北
６
県
合
同

水
防
演
習
と
し
て
、
北
上
川
上
流
総
合
水

防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
。本
市
か
ら
は
、

水
防
演
習
の
演
目
で
実
施
さ
れ
る
東
北
水

防
技
術
競
技
大
会
に
出
場
予
定
で
す
。
ま

た
、
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
に

移
行
す
る
た
め
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

▼
環
境
衛
生
対
策
＝
24
年
度
に
策
定
し
た

環
境
基
本
計
画
前
期
行
動
計
画
の
最
終
年

度
と
な
る
た
め
、
中
間
検
証
を
行
い
、
後

期
行
動
計
画
を
策
定
し
、
環
境
負
荷
の
軽

減
と
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
26
年
に
策
定
さ
れ
た

「
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み・し
尿
処
理
広
域
化

基
本
構
想
」に
基
づ
き
、一
部
事
務
組
合
設

立
準
備
室
が
設
置
さ
れ
る
た
め
、
本
市
か

ら
職
員
1
人
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
交
通
安
全
＝
全
国
の
死
亡
事
故
の
多
く

は
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、高
齢

者
へ
の
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

時
期
の
リ
レ
ー
出
荷
に
よ
る
需
要
の
拡
大

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
畜
産
振
興
＝
市
営
牧
野
な
ど
を
利
用
し

た
夏
山
冬
里
方
式
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産

を
推
進
す
る
と
と
も
に「
優
良
牛
導
入
資

金
貸
付
基
金
」の
活
用
や
各
種
支
援
策
に

よ
り
、
増
頭
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

牛
や
豚
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
経
営
安
定
対
策

を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る「
八
幡
平
牛
」の
浸
透
を
図
る
た
め
、
市

牛
肉
推
進
協
議
会
が
行
う
活
動
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

▼
農
業
農
村
整
備
＝
27
年
度
か
ら「
農
業

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。地
域

内
の
農
業
者
が
、
多
面
的
機
能
の
維
持
お

よ
び
発
揮
の
た
め
に
取
り
組
む
活
動
を
支

援
し
、
安
定
的
な
農
業
農
村
整
備
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

▼
林
業
振
興
＝
人
工
林
資
源
の
積
極
的
な

活
用
と
木
材
の
安
定
供
給
体
制
を
確
立

し
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
と
作
業
路
網
整

備
お
よ
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
進
め
ま
す
。
森
林
管
理
署
と
連

携
し
た
国
有
林
の
有
効
活
用
お
よ
び
森
林

資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
雇
用
創
出
を
図

り
な
が
ら
、
再
造
林
、
保
育
な
ど
の
適
切

な
森
林
施
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
工
業
振
興
＝
県
や
盛
岡
広
域
市
町
と
連

携
し
た
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、
空
き
工

場
な
ど
で
新
た
に
操
業
す
る
企
業
に
賃
借

▼
農
業
振
興
＝
26
年
産
米
価
の
大
幅
下
落

に
よ
り
、
27
年
度
は
、
主
食
米
か
ら
飼
料

用
米
に
作
付
け
転
換
す
る
農
家
が
大
幅
に

増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
収
入
減
少

に
よ
る
農
家
経
営
へ
の
影
響
の
緩
和
策
と

し
て「
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩

和
対
策（
通
称
ナ
ラ
シ
）」が
引
き
続
き
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
27
年
度
か
ら
、
対
象
者

を
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
新
規

就
農
者
の
み
と
し
ま
す
。
米
価
下
落
に
よ

る
所
得
減
少
対
策
と
し
て
有
効
な
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
周
知
お
よ
び
誘

導
を
図
り
ま
す
。

▼
新
規
就
農
者
支
援
＝
市
の「
新
規
就
農

者
等
支
援
事
業
」と
国
の「
青
年
就
農
給
付

金
」制
度
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、認
定

新
規
就
農
者
の
誘
導
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
が
、
早
期
に
自

立
し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
努
め
ま
す
。

▼
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
＝
事
業
推

進
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
随
時
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
地
域
の
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
・
集
約
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
農
地
の
流
動
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
園
芸
振
興
＝
各
種
補
助
事
業
を
利
用

し
、
必
要
な
管
理
用
機
械
・
生
産
施
設
を

導
入
す
る
認
定
農
業
者
お
よ
び
生
産
組
織

な
ど
を
支
援
す
る
ほ
か
、
リ
ン
ド
ウ
・
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
品
質
向
上
、土
作
り
、

灌
水
お
よ
び
高
温
対
策
な
ど
の
支
援
策
も

実
施
し
ま
す
。

▼
リ
ン
ド
ウ
生
産
＝
26
年
度
ま
で
の
累
計

販
売
額
３
０
０
億
円
、
10
年
連
続
売
り
上

げ
10
億
円
を
突
破
し
、
国
内
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
責
任
産
地
を
確
立
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
販
売
、
輸
出
戦

略
と
し
て
、
日
本
、
チ
リ
両
政
府
の
支
援

や
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
チ
リ
で
の
栽
培

事
業
を
強
化
し
、
本
市
が
栽
培
で
き
な
い

平成₂₇年度施政方針
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料
の
一
部
を
補
助
。
新
規
立
地
の
促
進
と

地
元
雇
用
の
場
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
起
業
家
支
援
＝
貸
工
場
へ
の
入
居
支
援

を
は
じ
め
、
２
次
展
開
へ
向
け
た
物
件
紹

介
や
各
種
支
援
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
う
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
経
済
再
生
の
取
り
組
み

と
し
て
、
公
的
研
究
機
関
や
大
学
な
ど
と

地
元
企
業
の
共
同
研
究
に
よ
る
技
術
開

発
、
企
業
間
の
取
り
引
き
拡
大
や
販
路
拡

大
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
な

ど
と
連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
商
業
振
興
＝「
商
店
街
活
性
化
推
進
事

業
」な
ど
に
補
助
し
、引
き
続
き
市
商
工
会

を
支
援
し
ま
す
。ま
た「
全
国
展
開
支
援
事

業
」に
引
き
続
き
助
成
し
、観
光
開
発
事
業

や
特
産
品
開
発
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
物
産
振
興
会
と
の
連
携
に
よ
る
首
都
圏

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
へ
の
出
店
を

通
じ
、
販
路
拡
大
に
努
め
な
が
ら
、
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
大

更
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、地
元
商
店
な
ど
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

▼
観
光
振
興
＝「
市
滞
在
型
観
光
振
興
計

画
」を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、市
観
光
協

会
や
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

す
。
併
せ
て
、
盛
岡
・
八
幡
平
広
域
観
光

圏
な
ど
の
関
係
団
体
と
一
体
的
な
観
光
連

携
を
促
進
し
、
首
都
圏
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
＝「
第
24
回
岩
手

山
焼
走
り
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」を
実
施

す
る
ほ
か
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
へ
の
支
援
を
行
い
、
宿
泊
を
伴
う
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
化
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー

を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の

推
進
の
た
め「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
補
助

金
」を
創
設
し
、
全
国
に「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
八
幡
平
市
」を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

▼
教
育
旅
行
お
よ
び
体
験
旅
行
の
誘
致
＝

旧
松
尾
鉱
山
や
鹿
角
街
道
な
ど
の
歴
史
遺

産
を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
を
促
進
し
、
そ
れ
に
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
加
え

た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
行
い
な
が
ら
、
誘

致
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
外
国
か
ら
の
誘
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）＝

国
内
か
ら
の
誘
客
に
加
え
て
、
ア
ジ
ア
地

域
を
中
心
と
し
た
誘
客
を
図
り
ま
す
。
台

湾
に
加
え
、
交
流
が
深
い
タ
マ
サ
ー
ト
大

学
が
あ
る
タ
イ
国
に
注
目
し
、
日
本
政
府

観
光
局
主
催
の
旅
行
フ
ェ
ア
に
職
員
な
ど

を
派
遣
し
、
誘
客
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
安
比
塗
＝
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で

の
職
人
育
成
や
修
了
生
が
従
事
す
る
安
比

塗
漆
器
工
房
な
ど
で
の
製
造
・
販
売
に
加

え
、
東
京
で
の
見
本
市
へ
の
出
店
や
各
種

情
報
発
信
を
通
じ
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向

上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
が
連
携
し

て
、高
齢
者
を
支
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
＝
あ
し
ろ
保
育
所
お
よ
び

畑
分
園
の
民
営
化
後
の
支
援
を
行
い
ま

す
。現
在
、策
定
を
進
め
て
い
る「
市
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
学
校
教
育
＝「
市
の
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
」を
中
心
に
据
え
た
施
策
を
展
開
し
、

教
育
環
境
と
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
特
に
、
小
・
中
学
校
の
連
携
に
よ

る
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
へ
の
取
り
組

み
の
充
実
に
一
層
努
め
ま
す
。

▼
学
校
施
設
整
備
＝
26
年
度
実
施
の
調
査

に
基
づ
き
、
田
頭
・
安
代
・
田
山
小
学
校

と
松
尾
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
の
吊つ

り
天

井
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
芸
術
文
化
振
興
＝
各
種
団
体
と
連
携

し
、
芸
術
祭
、
芸
能
大
会
な
ど
の
発
表
の

場
を
提
供
し
、
多
様
で
個
性
豊
か
な
芸
術

文
化
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
引
き
続
き
、

国
庫
委
託
事
業「
学
び
を
通
じ
た
被
災
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
」を
活
用

し
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
保

▼
保
健
・
医
療
＝「
総
合
健
診
」お
よ
び

「
ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
診
」を
引
き
続
き
行
い
、

受
診
率
向
上
と
受
診
後
の
指
導
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

予
防
の
た
め
、
乳
児
へ
の
予
防
接
種
費
用

を
新
た
に
助
成
し
ま
す
。

▼
西
根
病
院
＝
26
年
に
は
西
根
病
院
施
設

整
備
基
本
計
画
を
策
定
。
西
根
病
院
新
築

工
事
設
計
業
務
の
請
負
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。
27

年
度
は
、
病
院
用
地
取
得
に
向
け
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
出
会
い
支
援
事
業
＝
成
婚
３
組
の
実
績

を
踏
ま
え
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
独
身
者
や
親
、
地
域
住
民
を

対
象
に
し
た
交
際
、
結
婚
へ
の
意
識
改
革

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

出
会
い
支
援
の
啓
発
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

▼
障
が
い
福
祉
＝
26
年
度
中
に
策
定
し
た

「
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
」に
つ
い
て
、

市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
で
進し
ん
ち
ょ
く捗状

況
を
報
告
、
評
価
を
受
け
、
計
画
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、生
活
保
護
に
至
っ

て
い
な
い
困
窮
者
を
対
象
に
、
そ
の
自
立

を
支
援
す
る「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
」に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
高
齢
者
福
祉
＝
現
在
策
定
中
の「
高
齢

者
福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、高
齢
者
が
安
心

平成₂₇年度施政方針
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材
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づ
く
り
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存
・
伝
承
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
体
育
振
興
＝
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の

基
本
施
策
に
掲
げ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
と
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育

成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
体
育
協
会
と

連
携
し
、
国
体
や
各
種
大
会
で
活
躍
す
る

選
手
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

▼
体
育
施
設
＝
ラ
グ
ビ
ー
場
な
ど
４
つ
の

施
設
を
新
た
に
体
育
施
設
と
し
て
管
理
す

る
ほ
か
、
ラ
グ
ビ
ー
場
１
面
の
建
設
に
着

手
し
ま
す
。
併
せ
て
、
28
年
の
希
望
郷
い

わ
て
国
体
開
催
に
向
け
て
、
施
設
整
備
や

備
品
の
更
新
に
努
め
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
大
会
＝
競
技
型
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
・
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

第
42
回
東
北
総
合
体
育
大
会
の
４
競
技
が

本
市
で
開
催
と
な
っ
て
お
り
、
国
体
に
向

け
て
の
機
運
醸
成
や
役
員
養
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

▼
第
71
回
国
民
体
育
大
会﹁
希
望
郷
い
わ

て
国
体
﹂＝
選
手
・
監
督
、役
員
な
ど
関
係

者
や
一
般
観
覧
者
を
迎
え
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
の
参
加
・
協
力
に

よ
る「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」や
児
童
・
生
徒

の「
歓
迎
の
ぼ
り
旗
作
成
」な
ど
、
広
く
市

民
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
エ
ア
ラ

イ
フ
ル
特
設
射
撃
場
や
田
山
射
撃
場
上
屋

な
ど
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

国
体
の
円
滑
な
運
営
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
本
年
開
催
す
る
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
で
、
各
競
技
団
体
と
連
携
し
、
各
種

業
務
の
習
熟
を
図
り
な
が
ら
、
準
備
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

▼
行
政
改
革
＝
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
は
、
法
期
限
が
３３
年
３
月
末
ま

で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
計

画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
市
行
政
機
構
＝
24
年
度
か
ら
3
カ
年
に

27年度新規事業の主な内容
事 業 名 内容【予算額（千円未満を四捨五入）】

市総合計画策定事
業

市の第２次総合計画（計画期間は平成28～
37年）策定に係る経費【198万円】

横間曲田テレビ共
同受信施設老朽化
対策事業補助

テレビ難視聴地域の共同受信施設が老朽化
したため、更新費用を補助【193万円】

統合型ＧＩＳ導入
業務委託料

地形図を共有し、同一のものを使用するこ
とで効率化を図るための業務委託【1,991万
円】

合併10周年記念事
業

合併10周年記念式典などにかかる経費【464
万円】

合併10周年記念ふ
るさと帰省バス事
業

ふるさと帰省バス（東京～八幡平市間の往
復バス）の運行経費【184万円】

公共施設等総合管
理計画策定業務委
託料

公共施設などの更新・統廃合・長寿命化な
どを計画的に行い、財政負担を軽減・平準
化するための策定業務委託【1,642万円】

生活困窮者自立支
援事業

生活保護に至る前の段階の自立支援策強化
のため、生活困窮者に対し、自立支援事業
の実施および住居確保給付金を支給【500万
円】

施設型等給付費、地
域型保育給付費

27年度から子ども・子育て新制度による施
設型等給付（認定こども園など）、地域型保
育給付（小規模保育など）に入園している子
どもたちへの扶助【1,924万円】

綿帽子温泉館指定
管理料

効率化のため、安代老人憩の家を閉鎖し、そ
の機能を綿帽子温泉館あずみの湯に集約。
27年度から３年間の指定管理料【1,550万円】

米殻フレコン保管
流通化対策事業費
補助金

27年度から作付面積が増加すると見込まれ
る飼料用米の受け付け可能数を強化するた
めの施設整備費補助【5,000万円】

米穀荷造作業省力
化支援対策事業費
補助金

米のフレコン（袋状の包材）流通に対応する
ため、計量器・コンプレッサー・石抜き機
の導入費に対し補助【250万円】

農地中間管理事業
機構集積協力金

意欲のある担い手を公募し、農地の集積と
集約を支援していく費用【1,190万円】

長久保牧野格納庫
建築工事 格納庫の建築工事費用【904万円】

多面的機能支払交
付金

農地、水路、農道などの施設補修活動を行
う活動組織に対し、協定に基づいた交付金
を交付【３億5,293万円】

八幡平温泉郷引湯
管等整備工事実施
設計業務委託料

八幡平温泉郷引湯管などの整備に係る実施
設計業務委託【6,570万円】

草刈装置購入費 小型ロータリー車両に接続する専用草刈り
装置の購入費【870万円】

除雪車両購入費 13㌧級除雪ドーザ１台、ハンドガイド除雪
機１台の購入費【2,450万円】

消防車両購入費 ポンプ車および小型動力ポンプ付積載車の
購入費【3,127万円】

避難者受付システ
ム購入費

避難所での迅速な避難者受け入れと情報共
有を行うためのシステム購入費【389万円】

国体競技等支援事
業補助金

国体などに出場および上位入賞する選手や
その指導者を育成するための事業に対して
の補助【161万円】

八幡平市ラグビー
場等指定管理料

八幡平ラグビー場（旧上寄木グラウンド）、
市鬼清水球技場（旧鬼清水グラウンド）、市
中山ラグビー場（旧中山グラウンド）、市中
山野球場（旧中山野球場）の指定管理料
【2,320万円】

冬季国体関連施設
改修事業

矢神飛躍台電光掲示板・田山射撃場フェン
ス改修およびクロスカントリーコース競技
計時計算システムの開発費用など【4,326万
円】

圧雪車購入費 クロスカントリーコースを作成するための
圧雪車１台の購入費【2,592万円】

ウインチ付圧雪車
購入費

ジャンプ競技のためのウインチ付圧雪車１
台の購入費【4,860万円】

国体ライフル競技
施設整備事業

旧田山中学校に国体ライフル競技の特設射
撃場を設置するための費用【１億2,459万円】

わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

定
員
適
正
化
計
画
に
の
っ
と
り
、
組
織
の

ス
リ
ム
化
や
部
制
廃
止
を
視
野
に
入
れ
た

新
た
な
行
政
組
織
機
構
再
編
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
公
共
施
設
な
ど
の
管
理
＝
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
施
設

の
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
一
括
交
付
金
＝
27
年
度

は
、
地
域
で
国
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

各
地
域
振
興
協
議
会
に
交
付
金
を
50
万
円

ず
つ
増
額
し
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
＝
27
年
度
は
新
た

に
４
人
任
用
す
る
予
定
で
す
。
隊
員
の
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
生
か
し
、
地
域
振
興
に

結
び
付
け
る
と
と
も
に
、
隊
員
の
定
住
化

に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

希望郷いわて国体開催に向けいろいろな
ＰＲを行っています（八幡平紅葉まつり、
26年10月18日）
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平成₂₇年度 一般会計予算は
₁₉₂億₈,₀₀₀万円

用
語
解
説

一
般
会
計
＝
市
税
や
地
方
交
付
税
を

主
な
財
源
と
し
て
、
道
路
や
水
路
の

整
備
、
福
祉
や
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
会
計

特
別
会
計
＝
国
民
健
康
保
険
や
公
共

下
水
道
事
業
、
浄
化
槽
事
業
な
ど
の

よ
う
に
、
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分

す
る
た
め
に
設
け
る
会
計

企
業
会
計
＝
国
・
地
方
公
共
団
体
が

営
む
公
営
企
業
が
行
う
会
計（
本
市

は
水
道
事
業
と
西
根
病
院
事
業
）

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
＝
農
業
・

農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能（
水
田
に

よ
る
洪
水
防
止
な
ど
）を
維
持
・
発

揮
す
る
た
め
の
事
業
に
支
払
わ
れ
る

交
付
金
。
水
路
・
農
道
の
維
持
な
ど

の
ほ
か
に
、
人
材
確
保
や
集
落
間
の

連
携
活
動
支
援
な
ど
も
対
象

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
基
礎
的

財
政
収
支
。
地
方
債
発
行
を
除
く
税

収
な
ど
の
正
味
の
歳
入
と
公
債
費

（
元
金
償
還
額
分
の
み
）を
除
く
歳
出

と
の
収
支

実
質
公
債
費
比
率
＝
地
方
債
の
償
還

金
を
標
準
財
政
規
模
で
割
っ
た
も
の

で
、
通
常
過
去
３
年
間
の
平
均
値
を

と
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
予
算
が
︑
市
議
会
第
１
回
定
例
会
最
終
日
の

３
月
20
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
︑

26
年
度
予
算
と
比
較
し
︑
３
億
６
１
０
０
万
円（
１
・
８
㌽
）減

の
１
９
２
億
８
０
０
０
万
円
で
す
︒
今
号
で
は
27
年
度
一
般
会

計
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
︒

市ラグビー場（旧上寄木グラ
ウンド）など自然休養村の体
育施設は４月 1 日から市体
育協会に指定管理

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
・
歳
出
の
内
訳
を
次
ペ
ー
ジ
上

段
の
円
グ
ラ
フ
に
、
ま
た
会
計
別

の
予
算
額
を
次
ペ
ー
ジ
下
段
に
示

し
ま
す
。

27
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
、
１
９
２
億
８
０
０
０
万
円

で
、
前
年
度
比
３
億
６
１
０
０
万

円（
１
・
８
㌽
）減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■

歳
入

一
般
会
計
の
歳
入
で
最
も
多
く

を
占
め
る
の
が
、
地
方
交
付
税
の

80
億
円（
構
成
比
41
・
５
％
）で

す
。
地
方
交
付
税
は
、
こ
れ
ま
で

の
交
付
実
績
な
ど
か
ら
、
前
年
度

に
比
べ
、
１
億
５
千
万
円
減
額
し

て
い
ま
す
。

次
い
で
多
く
を
占
め
て
い
る
の

は
市
税
で
、
固
定
資
産
税
の
増
額

な
ど
を
見
込
み
、
前
年
度
比
３
１

０
２
万
円（
１
・
１
㌽
）増
の
29
億

４
２
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

３
番
目
に
多
い
の
は
市
債
で
す

が
、
前
年
度
に
比
べ
15
億
８
６
０

万
円（
46
・
３
㌽
）減
り
、
17
億
４

７
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

歳
出

歳
出
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比

較
し
て
、
大
き
く
増
減
が
あ
っ
た

科
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

総
務
費
は
、
新
庁
舎
の
建
設
工

事
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
、
16
億
３
７
６
１
万
円

（
41
・
７
㌽
）減
の
22
億
９
０
２
１

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
費
は
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
３
億
２
７
４
２
万

円（
25
・
８
㌽
）増
の
15
億
９
４
９

９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
費
は
、
自
然
休
養
村
の
体

育
施
設
の
指
定
管
理
料
や
ラ
グ

ビ
ー
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
増
設
工
事
の

予
算
が
教
育
費
に
移
管
す
る
た

め
、
前
年
度
に
比
べ
、
２
億
３
４

６
９
万
円（
３0
・
３
㌽
）減
の
５
億

４
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
商
工
費
か
ら
移
管

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
増
設
工
事
な
ど

の
予
算
分
が
増
額
。
さ
ら
に
、
希

望
郷
い
わ
て
国
体
関
連
の
予
算
が

増
え
た
た
め
、
前
年
度
比
７
億
９

６
０
４
万
円（
56
・
４
㌽
）増
の
22

億
８
１
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
黒
字

と
な
る
見
通
し
で
す
。
実
質
公
債

費
比
率
は
、
起
債
に
県
知
事
の
許

可
が
必
要
と
な
る
基
準
の
18
％
を

下
回
る
見
込
み
で
、20
年
度
以
来
、

こ
の
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す

（
25
年
度
は
11
・
５
％
）。

市
は
、
今
後
も
財
政
指
標
を
注

視
し
な
が
ら
、
将
来
負
担
が
過
大

に
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
役
所
市
長
公
室
財

政
係（
☎
・
内
線
１
２
０
４
）ま
で
。
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市税
29 4,285万円
（15 3％） 収入

4 5 327万円
（2 4％）

繰入金
11 5 406万円
（6 0％）

その他の自主財源
億3 6 2万

（1 7％）

地方交付税
80 円
（4 5％）

市債
7億4,730万円
9.1％）

庫支出金
20 8,654万円
（10 8％）

県支出金
7億3,961万円
9. ％）

その他の依 財源
8億2 037万円
（4 3 ）

自 財源
（25 3％）

依存財源
（74 7％）

会費
1 9, 52万円
（ 0％）

務費
22 9 02 万円
（ 9％）

生費
47億9 251万円
（24 9％）

生費
13億8,114万
（7.2％

労 費
4,519万円
（0 2％）

林水産
5億9 499万

（8.3％）

商 費
5 4, 00万円
（2 8％）

土木費
27 7 942万円
（14 4％）

消防費
7 6 558万円
（4 0％）

22億8 5万円
（ 1.5％）

災 復旧費
1 681万円
（0 1％）

公 費
26 4 1 9万円
（13.7％）

予備費
3 00万円
（0 2 ）

平成27年度一般会計予算の内訳

歳入のおおまかな内容
▶市税＝市民税、固定資産税、軽自動車税、市たば
こ税、入湯税

▶繰入金＝積立金の取り崩しや、ある会計から別な
会計に繰り入れるお金

▶地方交付税＝所得税など国税から財政状況に応じ
て交付されるお金

▶市債＝建設事業などを行うために市が借りるお金
▶国庫（県）支出金＝特定の行政目的を達成するため
に、その経費に充てることを条件に国（県）から交
付されるお金

歳出のおおまかな内容
▶議会費＝市議会の運営のために使うお金
▶総務費＝行政全般の事務に関する経費、財産管理
などに使うお金

▶民生費＝障がい福祉や高齢者・子育て支援、生活
保護などに使うお金

▶衛生費＝予防接種、健康診断、ごみ処理などに使
うお金

▶労働費＝雇用確保のための作業員賃金や委託費用
など

▶農林水産費＝農業や林業振興などに使うお金
▶商工費＝商工業の振興や観光イベントなどに使う
お金

▶土木費＝道路補修や除雪、市営住宅管理などに使
うお金

▶消防費＝消防署の経費の負担や消防団員の報酬、
消防車両の購入などに使うお金

▶教育費＝小・中学生などの教育のために使うお金
▶災害復旧費＝公共土木施設などの災害復旧のため
に使うお金

▶公債費＝市債（借入金）を返済するために支払うお金

平成27年度と26年度の市当初予算
（会計別総額、１万円未満四捨五入）
会 計 別 27年度当初予算 26年度当初予算

一�般�会�計 192億8︐000万円 196億4︐100万円

特

別

会

計

国民健康保険
（事業勘定） 38億7︐704万円 37億693万円

後期高齢者医療 2億5︐728万円 2億3︐961万円

国民健康保険
（診療施設勘定） 3億184万円 3億546万円

公共下水道事業 5億3︐558万円 4億9︐708万円

農業集落排水
事業 5億5︐039万円 6億7︐277万円

浄化槽事業 6︐201万円 6︐742万円

企

業

会

計

水

道

事

業

収益的収入 6億1︐794万円 6億7︐663万円

収益的支出 5億8︐245万円 5億8︐493万円

資本的収入 2億275万円 2億6︐205万円

資本的支出 4億1︐104万円 4億6︐336万円

西

根

病

院

収益的収入 8億994万円 7億7︐475万円

収益的支出 8億5︐611万円 7億9︐827万円

資本的収入 8︐810万円 1億2︐506万円

資本的支出 8︐848万円 1億2︐661万円
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所
属

職

名

氏

名

地域振興課

主
任
兼
松
尾
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
任

中
軽
米

真

人

主
任
兼
社
会
教
育
主
事
兼
松
尾
総
合
支
所
地

域
振
興
課
主
任

宮

野

政

智

市
民
協
働
推
進
係
長

高

橋

潤

主
任

泉

山

美

穂

主
事
補

工

藤

俊

太

スポーツ推進課

課
長
兼
国
体
推
進
室
長

小
山
田

克

則

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長
兼
国
体
推
進
室
国
体
推

進
係
長

工

藤

輝

樹

主
任
兼
国
体
推
進
室
主
任

畠

山

拓

主
任
兼
国
体
推
進
室
主
任

高

橋

武

士

主
事
兼
国
体
推
進
室
主
事

阿

部

正

陽

主
事
兼
国
体
推
進
室
主
事

伊

藤

真

吾

国体推進室

室
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
補
佐

村

上

直

樹

総
務
企
画
係
長

遠

藤

悟

主
任

高

橋

亮

主
事

高

橋

慶

主
事

柳

澤

大

輔

競
技
式
典
係
長

松

村

利

紀

主
任

伊

藤

孝

治

主
任

多

賀

理

拡

主
事

中
軽
米

広

和

宿
泊
輸
送
係
長

坂

本

譲

主
任

山

本

大

輔

主
事

田

口

洋

二

室
付（
主
任
級
・
岩
手
県
国
体
・
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
局
競
技
式
典
課
派
遣
）

佐

藤

光

税務課

課
長

工

藤

健

市
民
税
係
長

齋

藤

啓

志

主
任

佐
々
木

洋

美

主
任

舘

柳

佳

子

主
事

田

村

崇

宏

主
事
補【
新
採
用
】

高

橋

美

香

資
産
税
係
長

本

堂

清

寿

主
任

瀧

澤

麻

紀

主
任

泉

山

竜

一

主
事

鈴

木

里

美

主
事
補

武

田

平

収
納
管
理
係
長

北

口

美
智
子

︻
氏
名
太
字
＝
異
動
者
・
新
採
用
、
色
字
＝
昇
任
︼

所
属

職

名

氏

名

■
企
画
総
務
部

部
長
兼
市
長
公
室
長
兼
松
尾
総
合
支
所
長

香

川

豊

市長公室

室
長
補
佐

佐
々
木

孝

弘

室
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長

遠

藤

福

子

主
事

佐
々
木

優

聡

主
事（
名
護
市
か
ら
派
遣
）

宮

城

有

沙

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

伊

藤

正

行�

総
合
政
策
係
長

佐
々
木

宣

明

主
事

山

本

和

範

主
事

三

浦

拓

主
任（
岩
手
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

派
遣
）

佐
々
木

靖

人

情
報
統
計
係
長

遠

藤

祐

一

主
任

佐

藤

華

央

主
任

伊

藤

徹

哉

財
政
係
長

工

藤

紀

之

主
任

佐
々
木

和

査

主
任

遠

藤

園

子

₂₇
年
度
市
職
員
人
事
異
動

︵
４
月
１
日
付
︶

所
属

職

名

氏

名

総 務 課

課
長（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

高

橋

政

典

課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
）

津
志
田

勇

孝

行
政
係
長

高

橋

誠

主
任

佐
々
木

智

彦

主
事

北

舘

有

輝

主
事

関

悠

組
織
再
編
係
長

渡

辺

修

消
防
防
災
係
長

畠

山

健

一

主
任

舘

柳

竜

一

主
事

田

村

直

大

契
約
係
長

伊

藤

健

児

主
任

沼

田

崇

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長（
併
任
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
補
佐
）

田

村

泰

彦

主
任

高

橋

百
合
子

主
任

松

尾

智

幸

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

松

浦

末

男

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

石
羽
根

稔

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

小
野
寺

瑞

夫

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

工

藤

信

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

佐
々
木

隆

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

高

橋

正

広

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

元

村

和

明

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田

村

仁

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

遠

藤

公

治

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

荒

井

健

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

門

屋

正

勝

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田

村

貴

史

課
付（
主
任
級
・
陸
前
高
田
市
派
遣
）

種

市

篤

志

課
付（
主
事
級
・
大
槌
町
派
遣
）

澤

口

頼

太

課
付（
主
任
級
・
名
護
市
派
遣
）

工

藤

裕

志

地域振興課

課
長
兼
松
尾
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長

工

藤

久

志

課
長
補
佐
兼
松
尾
総
合
支
所
地
域
振
課
長
補
佐
高

橋

琢

紀

地
域
振
興
係
長
兼
松
尾
総
合
支
所
地
域
振
興

課
地
域
振
興
係
長

東

本

茂

樹

行
政
組
織
・
機
構
を
一
部
見
直
し

市
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
行
政
組
織
・
機
構
の
一
部
を
次

の
と
お
り
見
直
し
ま
し
た
。

▼
総
務
課
に
組
織
再
編
係
を
新
設
し
、
契
約
管
財
係
を
契
約

係
お
よ
び
管
財
係
に
再
編

▼
国
体
推
進
室
に
宿
泊
輸
送
係
お
よ
び
国
体
推
進
係
を
新
設

▼
地
域
福
祉
課
の
子
育
て
支
援
係
を
児
童
福
祉
係
に
統
合

▼
学
校
教
育
課
の
総
務
係
を
総
務
係
お
よ
び
学
事
係
に
再
編
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所
属

職

名

氏

名

税務課

主
事
補【
新
採
用
】

神

田

翔

吾

課
長
補
佐
兼
収
納
整
理
係
長

高

橋

順

子

主
任

羽

澤

り
ち
子

主
任

遠

藤

佑

輔

■
市
民
福
祉
部

部
長
兼
市
民
課
長
兼
福
祉
事
務
所
長
兼
清
掃
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
斎
場
長

小

林

清

功

部
付（
部
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
藤

田

濱

子

市 民 課

課
長
補
佐

高

橋

益

子

課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長

佐

藤

由

子

主
事

下

川

麻
季
子

主
事

丹

内

仁

美

主
事
補

阿

部

聡

八

主
事
補

遠

藤

健

太

環
境
衛
生
係
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
斎

場
係
長

古

川

弥

忍

主
任
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
斎
場
主
任

大

澤

沙

苗

主
事
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
事
兼
斎
場
主
事

武

田

孝

紀

副
主
幹
兼
地
域
安
全
係
長

高

橋

浩

主
事
補【
新
採
用
】

八

角

寿

国
保
年
金
係
長

佐
々
木

仁

主
任

松

尾

茂

主
任

田

村

修

一

主
事

佐

藤

綾

佳

主
事
補

小

林

柚

香

主
事
補【
新
採
用
】

高

橋

奈
津
佳

係
長（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
・
し
尿
処
理
広

域
化
推
進
協
議
会
一
部
事
務
組
合
設
立
準
備

室
派
遣
）

佐

藤

憲

一

課
付（
主
任
級
・
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）

小

綿

隆

地域福祉課

課
長

松

村

錦

一

課
長
補
佐
兼
福
祉
総
務
係
長

村

上

郁

子

主
任

齊

藤

清

香

主
事

田

村

夏

海

課
長
補
佐
兼
生
活
保
護
係
長

遠

藤

竹

弥

主
任
兼
社
会
福
祉
主
事

伊

藤

信

幸

主
事
兼
社
会
福
祉
主
事

伊

藤

真

平

主
事
兼
社
会
福
祉
主
事

遠

藤

真

理

所
属

職

名

氏

名

柏 台
保育所
主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田

村

真

紀

田山保育所

所
長

高

橋

郁

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

佐

藤

ひ
と
美

主
任
保
育
士

鈴

木

文

香

保
育
士

三

浦

典

子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

盛

内

和

子

健康福祉課

課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

高

橋

公

子

課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
渡

辺

信

副
主
幹
兼
健
康
推
進
係
長

高

橋

悦

子

主
事

工

藤

麻

衣

主
任
栄
養
士
兼
地
域
福
祉
課
主
任
栄
養
士

田

村

直

子

主
任
栄
養
士

田

村

順

子

保
健
師

渡

辺

夕

夏

保
健
師

種

市

恵

美

保
健
師

伊

藤

千

晶

保
健
師【
新
採
用
】

上

家

果

奈

保
健
師【
新
採
用
】

丸

山

智

美

高
齢
福
祉
係
長

関

貴

之

主
事

畑

敢

主
事
補

松

尾

隆

希

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

工

藤

千

歳

主
任
兼
社
会
福
祉
士

武

内

晶

主
事
兼
社
会
福
祉
士

澤

口

藍

主
任
保
健
師

小

林

恵

美

保
健
師【
新
採
用
】

米

田

純

奈

保
健
師【
新
採
用
】

吉

田

由

依

課
付（
課
長
補
佐
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務

組
合
派
遣
）

黒

澤

博

範

課
付（
係
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
西

山

広

美

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
遠

藤

由
美
子

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
三

浦

裕

子

課
付（
主
事
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
佐
々
木

利

也

■
産
業
建
設
部

部
長
兼
商
工
観
光
課
長
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長

小
山
田

巧

農政課

課
長

佐

藤

文

城

課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

関

本

英

好

所
属

職

名

氏

名

地域福祉課

障
が
い
福
祉
係
長

佐
々
木

聡

子

主
任

佐
々
木

忍

主
事
補

関

口

智
恵
里

保
健
師

山

本

静

子

課
長
補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長

伊

藤

純

子

副
主
幹

葛

西

美
羽
子

主
任

高

橋

洋

子

主
任

佐

藤

新

主
事

山

本

瞳

主
事

大

森

美

香

主
事
補【
新
採
用
】

中
軽
米

裕

子

寺田保育所

所
長

畠

山

礼

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

鳥

居

和

枝

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

滝

沢

登
美
子

主
任
保
育
士

高

橋

千

春

主
任
保
育
士

西

岡

美

咲

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

本

堂

由
紀
子

調
理
員
兼
用
務
員

田

村

智

子

松野保育所

所
長

畠

山

卓

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

古

川

千
恵
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

畠

山

ひ
ろ
み

主
任
保
育
士

高

橋

佳

代

主
任
保
育
士

関

悦

子

主
任
保
育
士

齋

藤

恵
理
子

保
育
士

村

木

明
日
香

保
育
士

遠

藤

香

織

調
理
員
兼
用
務
員

田

口

志
保
子

調
理
員
兼
用
務
員

目

時

史

恵

寄木保育所

所
長

大

森

玲

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

山

口

静

主
任
保
育
士

村

田

律

子

主
任
保
育
士

高

橋

幸

子

主
任
保
育
士

川

田

真
由
美

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

荒

川

美
津
子

柏台保育所

所
長

工

藤

順

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

工

藤

節

子

主
任
保
育
士

藤

井

聡

子

保
育
士

佐
々
木

幸

恵

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

小

舘

久
美
子
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所
属

職

名

氏

名

農政課

主
事

小
田
島

敦

主
事

立

柳

大

士

副
主
幹
兼
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

阿

部

春

美

主
任

松

尾

竜

也

主
事

高

橋

孝

徳

課
長
補
佐
兼
農
地
整
備
係
長

金
田
一

捷

誠

主
任

田

村

大

畜
産
係
長

高

橋

繁

範

主
事

伊

藤

研

花き研究
開発センター

所
長
兼
地
域
資
源
利
活
用
施
設
所
長

日

影

孝

志

主
任

工

藤

晴

彦

主
任
技
師

遠

藤

満

主
任
技
師

高

橋

亮

商工観光課

課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
兼
企
業
立
地
推

進
係
長

遠

藤

幸

宏

主
任

中
軽
米

健

主
任

佐
々
木

晴

美

観
光
振
興
係
長

多

田

和

雄

主
任

西

田

光

吉

主
事

古

川

忠

彦

主
事
補

恩

賀

ひ
と
み

企
業
立
地
推
進
係
主
任

伊

藤

篤

安比漆工技
術研究センター
所
長
補
佐
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長
補
佐

冨
士
原

文

隆

建設課

課
長

遠

藤

明

広

管
理
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

堀

口

武

一

主
任

畑

肇

主
事【
新
採
用
】

相

馬

大

介

主
事
補

佐
々
木

芳

輝

主
任
技
師

高

橋

和

幸

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

乙

部

一

男

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

中

村

健

悦

課
長
補
佐
兼
土
木
係
長

森

政

彦

主
任

土

村

岳

主
任
技
師

羽

澤

貴

主
任
技
師

立

柳

明

技
師

遠

藤

芳

彦

建
築
係
長

工

藤

剛

所
属

職

名

氏

名

西根病院

看
護
主
任

田

村

美
智
代

看
護
副
主
任

畑

山

る
み
子

看
護
副
主
任

高

橋

玲

子

看
護
副
主
任

舘

柳

恵
美
子

看
護
副
主
任

高

橋

由
美
子

看
護
副
主
任

桜

井

友

子

看
護
副
主
任

工

藤

惠
美
子

看
護
副
主
任

宮

野

薫

看
護
師

本

堂

由
賀
子

看
護
師

高

橋

美

香

看
護
師

高

橋

ひ
と
み

看
護
師

高

村

亜
寿
香

看
護
師

佐
々
木

里

美

看
護
師

工

藤

克

江

看
護
師

高

橋

美
代
子

看
護
師

高

橋

美

樹

看
護
師

小

島

節

子

看
護
師

遠

藤

由
果
里

看
護
師

高

田

沙

織

看
護
師

斎

藤

明

子

事
務
局
長

遠

藤

俊

彦

事
務
局
長
補
佐
兼
医
療
係
長

高

橋

康

幸

主
任

伊

東

光

広

主
任

坂

本

幸

子

建
設
係
長

佐
々
木

善

勝

安代診療所

所
長

和

田

進

看
護
師
長

津

島

綾

子

看
護
副
主
任

三

浦

百
合
子

看
護
副
主
任

森

和

江

事
務
長
補
佐
兼
事
務
係
長
兼
田
山
診
療
所
事

務
長
補
佐
兼
事
務
係
長

佐

藤

令

子

田 山
診療所

所
長

佐
々
木

一

匡

看
護
副
主
任

佐

藤

慶

子

看
護
副
主
任

田

中

美

香

■
会
計

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

武

田

啓

子

会計課

審
査
係
長

齋

藤

美
保
子

主
事
補【
新
採
用
】

山

本

裕

貴

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

目

時

浩

一

所
属

職

名

氏

名

建設課

主
任
技
師

竹

田

直

也

主
任
技
師

高

橋

伸

也

技
師

工

藤

郁

子

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

小
笠
原

文

彦

主
任

遠

藤

光

志

上下水道課

課
長
兼
布
設
工
事
監
督
者
兼
水
道
技
術
管
理
者
菅

原

浩

人

課
長
補
佐

佐

藤

泰

平

課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

菅

野

美
津
子

主
任

高

橋

陽

子

主
事

向
久
保

智

彦

主
事

工

藤

竜

也

維
持
管
理
係
長

藤

村

弘

美

主
任

田

村

久

子

主
任

佐
々
木

久

禎

主
事
補

吉

田

大

祐

主
任
工
手

遠

藤

浩

二

主
任
工
手

北

口

建

人

工
務
係
長

小

林

慎

主
任

関

満

主
事
補【
新
採
用
】

高

橋

彩

斗

主
任
技
師

佐
々
木

誠

■
病
院
・
診
療
所

西根病院

院
長

瀧

山

郁

雄

副
院
長
兼
外
科
長

星

川

浩

一

内
科
長

足

澤

美

樹

内
科
長

舘

道

芳

徳

外
科
医
長

佐
々
木

喜

子

小
児
科
医
長

塩

畑

健

薬
剤
師

中
軽
米

宰

薬
剤
師

松

浦

広

大

主
任
診
療
放
射
線
技
師

工

藤

悦

夫

診
療
放
射
線
技
師

工

藤

貴

洋

臨
床
検
査
技
師

坂

本

杏

子

臨
床
検
査
技
師

高

村

光

一

理
学
療
法
士

吉

田

恭

栄
養
士

田

村

智

美

看
護
師
長

佐
々
木

美

幸

看
護
主
任

伊

藤

秀

子

看
護
主
任

高

橋

美
津
江
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所
属

職

名

氏

名

小・中学校

大
更
小
学
校
主
任
用
務
員

佐

藤

智

田
頭
小
学
校
主
任
用
務
員

松

村

一

夫

平
笠
小
学
校
主
任
用
務
員

熊

谷

睦

子

平
舘
小
学
校
主
任
用
務
員

千

葉

正

寺
田
小
学
校
主
任
用
務
員

関

た
え
子

安
代
小
学
校
用
務
員

松

尾

弘

樹

田
山
小
学
校
主
任
用
務
員

安

保

美
由
樹

西
根
中
学
校
主
任
用
務
員

中

村

正

利

西
根
第
一
中
学
校
主
任
用
務
員

小

林

和

博

松
尾
中
学
校
主
任
用
務
員

伊

藤

正

幸

安
代
中
学
校
主
任
用
務
員

高

橋

健
四
郎

学校給食
センター

副
主
幹
兼
係
長

村

井

伸

地

主
任

工

藤

能

久

所
長
補
佐

乙

部

勉

図書館

館
長

畠

山

忠

所
属

職

名

氏

名

田山
支所
主
任

小
山
田

龍

司

土木林業課

課
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
長

北

舘

修

吾

林
業
係
長

田

村

春

彦

主
事

佐
々
木

亜
久
里

課
長
補
佐
兼
産
業
建
設
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管

理
所
長
補
佐

米

田

直

光

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

橋

本

光

幸

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

佐

藤

学

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員
兼
地
域
振
興
課
主
任
自
動

車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

畠

山

和

義

■
議
会

議
会
事
務
局
長

松

浦

淳

二

議 会
事務局

事
務
局
長
補
佐

中
軽
米

昭

彦

議
事
係
長

佐
々
木

由
理
香

主
任

北

口

拓

也

■
選
挙
管
理
委
員
会

選 管
事務局
係
長

立

柳

俊

一

■
監
査
委
員
事
務
局

監査

事
務
局
長

渋

谷

栄

光

主
任

関

宏

典

■
農
業
委
員
会
事
務
局

農業委員会事務局

事
務
局
長

遠

藤

等

副
主
幹
兼
農
地
調
整
係
長

津

島

佐
智
幸

主
任

安

藤

歌
南
子

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

高

橋

賢

悦

主
任

清

川

智

紀

主
事
補

笹

森

孝

哉

■
教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課

長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

工

藤

義

昭

学校教育課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
畑

山

直

已

主
任

元

木

洋

介

主
事【
新
採
用
】

滝

澤

知
佳
子

学
事
係
長

及

川

隆

二

主
事

畠

山

慎

吾

課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
兼
主
任
指
導
主
事

北

田

伸

所
属

職

名

氏

名

会計課

主
任

伊

藤

緑

主
任

佐
々
木

瞳

■
西
根
総
合
支
所

総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
西
根
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
所
長

工

藤

賢

一

地域振興課

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
兼
西
根
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

小
山
田

美
恵
子

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

高

橋

美

穂

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

工

藤

四
次
郎

市
民
福
祉
係
長

立

花

浩

副
主
幹

三

浦

る
み
子

主
任

高

橋

由

泰

主
任

遠

藤

真
知
子

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

畠

山

耕

主
事

高

橋

稔

耶

主
事

佐
々
木

麻

美

西根地区
市民センター
副
主
幹

中
軽
米

悟

■
安
代
総
合
支
所

総
合
支
所
長
兼
安
代
診
療
所
事
務
長
兼
田
山
診

療
所
事
務
長

村

上

輝

身

地域振興課

課
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
支
配
人（
併
任
博
物

館
長
）

高

橋

桂

子

課
長
補
佐
兼
田
山
ス
キ
ー
場
副
支
配
人
兼
索

道
主
任（
併
任
博
物
館
長
補
佐
）

阿

部

正

昭

地
域
振
興
係
長
兼
田
山
支
所
市
民
係
長（
併

任
博
物
館
係
長
）

藤

原

重

良

主
任
兼
田
山
支
所
主
任（
併
任
博
物
館
主
任
）
関

口

清

行

主
任
兼
田
山
支
所
主
任（
併
任
博
物
館
主
任
）
佐
々
木

桂

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員
兼
土
木

林
業
課
主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

兼
田
山
ス
キ
ー
場
主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主

任
作
業
員

安

保

千

博

課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長
兼
田
山
支
所
長

兼
田
山
ス
キ
ー
場
副
支
配
人

三

浦

剛

喜

主
事
兼
田
山
支
所
主
事

中
川
原

文

香

主
事
補
兼
田
山
支
所
主
事
補

佐

藤

啓

太

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

所
属
課
な
ど
、
職
名

氏

名

企
画
総
務
部
長
兼
松
尾
総
合
支
所
長

小
野
寺

浩

総
務
課
長（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

松

尾

亮

総
務
課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
）
古

川

伸

也

税
務
課
長

工

藤

加
寿
子

市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

高

橋

正

明

健
康
福
祉
課
副
主
幹
兼
健
康
推
進
係
長

松

村

た
づ
子

健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

松

尾

淳

子

健
康
福
祉
課
副
主
幹（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
高

村

恵

子

産
業
建
設
部
長

工

藤

孝

栄

農
政
課
主
任

福

士

勝

章

西
根
病
院
看
護
士

工

藤

八
千
代

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

山

本

正

信

田
山
支
所
長
兼
市
民
係
長

種

市

芳

子

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
補
佐（
文
化
財
）
遠

藤

武

彦

退
職
者
の
皆
さ
ん
、
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

併
任
の
解
除（
３
月
31
日
付
、
名
護
市
か
ら
八
幡
平
市
へ
の
派
遣
期
間
終
了
）

所
属
課
な
ど
、
職
名

氏

名

産
業
建
設
部
農
政
課
主
事

座
喜
味

盛
一
郎
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次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
理
場

県
と
確
認
書
を
締
結

県
の
次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
、
県
と
市
は
、
３
月
24
日
に
施
設

の
建
設
予
定
地
を
平
舘
椛か
ば
ざ
わ沢

地
区
と
す
る

確
認
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
、
市
役
所
３
階
大
会
議
室
で

行
わ
れ
、
田
村
正
彦
市
長
と
県
環
境
生
活

部
の
風
早
正
毅
部
長（
県
知
事
代
理
）が
確

認
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て
、
風
早
部
長

は「
大
局
的
な
見
地
か
ら
施
設
整
備
の
必

要
性
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
の
英
断
を
し

て
い
た
だ
い
た
市
と
市
民
の
皆
さ
ま
に
対

し
て
深
く
感
謝
す
る
」と
、達
増
知
事
の
コ

ＪＲ花輪線北森駅自由通路落成式が３月14日、
市役所「結のひろば」で行われました。同日、市役
所隣に移設された北森駅の使用も開始されました。

式には、関係者や市民ら約70人が出席。田村市
長が「自由通路は庁舎と駅だけではなく、人々も結
びつける存在になる」と、あいさつ。出席者は、自
由通路と駅を見学した後、プラットホームで午前
8時48分着の上り列車を出迎えました。

また、式では、自由通路の愛称「結ロード」の発
表も行われ、命名者の高橋良二さん＝柏台＝へ記
念品が贈呈されました。

自由通路は、国道282号側の交通広場と市役所庁
舎を線路をまたいでつなぐ鉄骨2階建てで、両側
に階段とエレベーターを設置しています。「結のひ
ろば」は駅待合室として利用してください。

なお、ロータリーや駐車場を備えた交通広場が
完成するまで（5月中に完成予定）は、自動車の駐
車は、市役所駐車場をご活用願います。

メ
ン
ト
を
代
読
。田
村
市
長
は「
最
終
処
分

場
は
、
県
の
経
済
活
動
や
産
業
振
興
に
不

可
欠
な
施
設
。
市
の
役
割
と
し
て
、
建
設

に
当
た
っ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・

要
望
を
県
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た

い
」と
、
述
べ
ま
し
た
。

確
認
書
に
は
、
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

❶
予
定
地
を
平
舘
椛
沢
地
区
と
す
る
❷
県

は
、施
設
の
整
備
お
よ
び
運
営
に
当
た
り
、

交
通
安
全
対
策
や
環
境
保
全
対
策
が
適
切

に
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
❸
県
は
、
施

設
の
整
備
お
よ
び
運
営
に
当
た
り
、
地
元

雇
用
、
地
元
発
注
お
よ
び
地
元
調
達
が
十

分
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
❹
市

は
、
施
設
の
整
備
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
、
地
元
調
整
そ
の
他
の
必
要

な
協
力
を
行
う
❺
県
と
市
は
、
施
設

の
整
備
お
よ
び
運
営
に
当
た
り
、
必

要
に
応
じ
十
分
な
協
議
を
行
い
、
誠

意
を
も
っ
て
対
応
す
る
︱
こ
と
を
記

載
。
施
設
は
、
平
成
３３
年
度
か
ら
の

使
用
開
始
を
目
指
し
、
今
後
、
測
量

や
地
質
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
上

で
、
３2
年
度
ま
で
に
建
設
を
終
え
る

予
定
で
す
。

確認書を締結し、握手を交わす田村正彦
市長（左）と風早正毅県環境生活部長

出
席
者
が
上
り
列
車
を

出
迎
え
ま
し
た

交通広場と市役所
庁舎をつなぐ自由
通路の愛称は「結
ロード」
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安
代
中
学
校
の
除
雪
活
動
に

小
さ
な
親
切
実
行
章
を
贈
呈

冬
の
岩
手
山
中
で
捜
索
・
救
助
活
動

岩
手
署
が
八
遭
隊
に
感
謝
状
を
贈
る

表
彰

週
日
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
除
雪
活
動
と
高
齢
者
世
帯

な
ど
へ
の
訪
問
活
動
に
励
ん

で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

伝
達
式
は
３
月
11
日
、
同

校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
実
行
章
を
受
け
取
っ
た

生
徒
会
長
の
荒
川
泰た

い
し
ん臣

君

（
２
年
）は「
こ
れ
か
ら
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
み
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
、決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

全校生徒を代表し、実行章を
受け取る荒川泰臣生徒会長

２
月
下
旬
に
岩
手
山
で
滑
落
し
負
傷
し
た
男
性
ら
の
救
助
活

動
に
出
動
し
た「
八
幡
平
遭
難
対
策
委
員
会
捜
索
救
助
隊（
八
遭

隊
）」に
、３
月
10
日
、岩
手
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
同
署
で
行
わ
れ
、
戸
草
内
敏
署
長
か
ら
同
隊
の
髙

橋
時
夫
隊
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。髙
橋
隊
長
は「
岩

手
署
の
的
確
な
情
報
提
供
の
お
陰
で
救
助
で
き
た
。
今
後
も
、

協
力
関
係
を
深
め
た
い
」と
、
連
携
強
化
を
誓
い
ま
し
た
。

遭
難
事
故
は
２
月
25
日
発
生
。
八
遭
隊
の
髙
橋
時
夫
隊
長
、

田
中
耕
一
副
隊
長
、
髙
橋
伸
也
副
隊
長
、
髙
橋
亮
隊
員
、
伊
藤

聖
徳
隊
員
、
渡
辺
良
平
隊
員
の
６
人
が
捜
索
に
出
動
し
、
岩
手

山
８
合
目
付
近
で
男
性
２
人
を
救
助
し
ま
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本

部（
代
表
・
高
橋
真
裕
岩
手

銀
行
会
長
）か
ら
、安
代
中
学

校（
小
野
永
喜
校
長
、生
徒
89

人
）に
同
実
行
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
実
行
章
は
、
同
校
生

徒
が
安
代
地
区
ス
ノ
ー
バ
ス

タ
ー
ズ
の
隊
員
と
し
て
、
毎

戸草内敏岩手署長（手前）から髙橋時夫
八遭隊長に感謝状が贈られました

 国体成功に向け活用を
市内団体・企業から多くの支援

市
内
団
体
・
企
業
か
ら
市
へ
、

国
体
運
営
に
活
用
す
る
た
め
の
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
12
日
は
、
市
建
設
協
同
組

合
の
遠
藤
忠
志
理
事
長
ら
５
人
が

市
役
所
を
訪
問
。「
国
体
の
競
技
運

営
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
、２
０

０
万
円
の
目
録
を
田
村
正
彦
市
長

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

３
月
19
日
に
は
、
㈲
コ
マ
ク
サ

フ
ァ
ー
ム
の
遠
藤
勝
哉
代
表
取
締

役
社
長
が
市
役
所
に
来
庁
。「
国
体

冬
季
大
会
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
、
１
０
０
万
円
の
目
録
を
田
村

市
長
へ
贈
り
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、28
年
開
催
の「
希
望

郷
い
わ
て
国
体
」の
運
営
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

田村正彦市長（前列左）に目録を贈る市建
設協同組合の遠藤忠志理事長、（後列左
から）山本昭人副理事長、藤根俊一副理
事長、吉田進副理事長、藤森恵事務局長

㈲コマクサファームの遠藤
勝哉社長（左）から田村市長
に目録が手渡されました

義援金 ありがとうございます
（３月30日までの受け付け分）

◆銀行振り込み（表記は通帳記帳のとおり）

▷2,000円 ゴトウカズヤ
▷9,154円 ターナヴエンテイセイ
◆市役所窓口扱い（敬称略）

▷３万2,600円 八幡平クラシック
カー同好会（代表 北田静雄）

香
典
返
し

３
月
２
日
、
旧
西
根
町
や
市
職
員
と
し

て
長
年
行
政
に
携
わ
っ
た
故
松
浦
重
夫
さ

ん（
享
年
65
）の
妻・操
さ
ん（
山
崎
）か
ら
、

「
香
典
返
し
に
代
え
て
、市
の
発
展
の
た
め

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」と
、50
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
故
松

浦
重
夫
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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平成22年に行われた厚生労働省の調査で、
岩手県は、脳卒中死亡率が全国で最も高い結
果となりました。

市は、脳卒中予防事業の一つとして、27年
４月1日㈬から28年2月29日㈪までの期間
中に、脳ドック検診を受診する人に、費用の
一部を助成します。ただし、助成は、市内に
住所を有し、下表の生年月日に該当する人の
みとします（脳血管疾患の治療中または経過
観察中の人、他の脳ドック補助を受けられる

人は助成の対象外です）。受診希望者は、次に
より申し込みください。 ※申し込み時に、
受診の説明などを行います。
■助成金額 10,000円 ※受診後、請求手続
きをしていただいてから、お支払いします。
■受診機関 脳ドック検診を実施している医
療機関 ※脳ドック検診の受診は、市の助成
申し込みを終えた後、各自で直接医療機関に
予約してください。
■申し込み場所 市役所健康福祉課、西根・
安代両総合支所地域振興課、田山支所のいず
れかの窓口で申し込みください。
■申し込みに必要なもの 保険証など（氏名・
生年月日を確認するため）
■申込期限 平成27年10月３0日㈮

詳しくは、市役所健康福祉課健康推進係
（☎・内線1086）まで。

助成対象となる生年月日一覧表
Ｓ54.4.2～Ｓ55.4.1 Ｓ29.4.2～Ｓ30.4.1
Ｓ49.4.2～Ｓ50.4.1 Ｓ24.4.2～Ｓ25.4.1
Ｓ44.4.2～Ｓ45.4.1 Ｓ19.4.2～Ｓ20.4.1
Ｓ39.4.2～Ｓ40.4.1 Ｓ14.4.2～Ｓ15.4.1
Ｓ34.4.2～Ｓ35.4.1 ※Ｓは昭和を表す。

脳ドック受診費用の一部を助成します

表彰式に出席した 8020運動達成者の皆さんと関係者

歯
科
保
健
表
彰
式
が
３
月
27
日
、
市
役
所

多
目
的
ホ
ー
ル
棟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
係
者
ら
約
50
人
が
参
加
。

８
０
２
０
運
動
達
成
者（
80
歳
以
上
で
自
分

の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
人
）と
、歯
や
口
に
関

す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
に
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
後
、
国
保
安
代
診
療
所
の
田
中
稔

夫
歯
科
医
が「
喫
煙
と
歯
周
病
」と
題
し
、歯

と
喫
煙
の
関
係
や
喫
煙
が
及
ぼ
す
健
康
被
害

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

歯
科
保
健
表
彰
な
ど
の
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

◎
26
年
度
８
０
２
０
運
動
達
成
者

伊
藤
文
夫（
上
町
）、
髙
橋
昭
二
郎（
上
町
）、

遠
藤
武（
仲
町
）、
髙
橋
ウ
メ（
北
村
）、
工
藤

榮
藏（
北
村
）、
畠
山
末
治（
川
原
目
）、
松
尾

靜
香（
湯
沢
）、
髙
橋
由
男（
森
子
）、
寺
地
美

和（
前
森
）、
髙
橋
権
次
郎（
中
郡
）、
伊
藤
ミ

エ（
金
沢
）、藤
村
ツ
ギ（
細
野
）、関
弘（
畑
１

区
）、
村
上
エ
キ（
荒
屋
新
町
）、
立
花
武
夫

（
五
日
市
３
区
）、伊
藤
待
夫（
五
日
市
４
区
）、

北
口
千
代（
浅
沢
第
１
）

◎
26
年
度
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

■
県
歯
科
医
師
会
表
彰
▼
図
画
の
部

久
慈

蓮
樹（
平
笠
小
１
年
）、
遠
藤
桜（
平
舘
小
２

年
）

■
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師
会
表
彰
▼
図
画
の

部

双
畑
柚
憂（
大
更
小
２
年
）、
庄
子
春
仁

（
田
頭
小
１
年
）、伊
藤
稜
牙（
柏
台
小
１
年
）、

小
野
寺
桃
子（
寺
田
小
１
年
）、
佐
々
木
琉
夏

（
寄
木
小
１
年
）、
中
嶋
琉
依（
松
野
小
１
年
）

▼
標
語
の
部
『
ぼ
く
の
歯
も

に
こ
に
こ

笑
顔
も

宝
も
の
』遠
藤
蓮（
寺
田
小
６
年
）

い
つ
ま
で
も
歯
を
大
切
に
し
よ
う

平
成
2₆
年
度
歯
科
保
健
表
彰
式
を
開
催

早期発見・早期治療のために...
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市は「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」の
運営を支えるボランティア『八幡平市国体サポー
ターズ』を募集しています。
■応募要件 応募時点で中学生以上の個人または
グ ル ー プ・ 団 体
※応募時点で18歳
未満の場合、保護
者の同意（記名押
印）が必要
■募集人数 ▶冬
季大会＝100人程
度▶本大会＝700
人程度

市国体サポーターズ応募者数
（平成27年３月2０日現在） 皆さんの応募

お待ちしています

冬季大会 本大会

運営ボランティア
県と市で募集中！

競
技
場
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
実
施

（
26
年
９
月
27
日
、
田
山
地
区
）

■応募方法 2月に全戸配布した募集リーフ
レットの申込書に必要事項を記入の上、同大会市
実行委員会に提出ください。各申込書は、同実行

委員会ホームページ（http://www.hachimantai-
kokutai.jp/）からもダウンロードできます。
■活動内容 ▶来場者受け付け・会場案内▶ドリ
ンクサービス、弁当引き換え▶会場とその周辺の
清掃、花の管理▶駐車場案内・整理および誘導、
シャトルバスの案内―など

詳しくは、同大会市実行委員会事務局（市役所
内、☎74-2111）まで。

また、県でも、国体の開・閉会式の運営を補助
するボランティアを募集しています。
■応募期限 28年３月３1日㈭

応募要件など詳しくは、同大会県実行委員会
ホームページ（http://www.iwate2016.jp/）をご
覧ください。

▽
高
校
女
子
回
転

❷
畠
山

睦
美（
平
舘
高
３
年
）

◎
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
抜

大
会（
３
月
14
・
15
日
、
高

知
県
・
県
立
春
野
総
合
運
動

公
園
相
撲
場
）

▽
男
子
団
体

❺
平
舘
校

〔
西
野
明
河
、
髙
橋
和
優
、

上
平
晴
輝（
2
年
）〕

◎
第
6
回
チ
ル
ド
レ
ン

A
P
P
I
オ
ー
プ
ン
ス
キ
ー

大
会（
３
月
17
・
18
日
、
安

比
高
原
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】◆
回
転
▽
K
１

❹

中
野
大
詞（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊｒ
）

◆
大
回
転
▽
K
１

❸
中
野

大
詞

【
女
子
】◆
回
転
▽
K
１

❹

吉
田
朱
里（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊｒ
）

❻
遠
藤
麗
奈（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・

Ｊｒ
）

◆
大
回
転
▽
K
１

❷
工

藤
ひ
か
る（
矢
巾
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
）❻
美
濃
あ
ゆ（
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｉ
・
Ｊｒ
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー・

ジ
ャ
ン
プ
競
技
伊
藤
杯
大
倉

山
ナ
イ
タ
ー
大
会（
３
月
21

日
、
北
海
道
・
大
倉
山
ジ
ャ

ン
プ
競
技
場
）

▽
女
子

❺
小
林
諭
果

❶
小
林
陵
侑

▽
女
子
ジ
ャ
ン
プ

❻
小
林

諭
果

◎
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
種
目（
３

月
7
日
～
21
日
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
・
ラ
ハ
テ
ィ
ほ
か
）

【
男
子
団
体
】▽
複
合
ス
プ
リ

ン
ト

❼
日
本
B（
永
井
秀

昭
ほ
か
）▽
ジ
ャ
ン
プ

❺

日
本（
小
林
潤
志
郎
ほ
か
）

◎
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪

カ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目

（
３
月
12
・
1３
日
、新
潟
県
・

妙
高
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
ほ
か
）

▽
女
子
５
㌔
フ
リ
ー

❻
山

本
希
歩（
盛
岡
南
高
2
年
、

安
代
中
卒
）

◎
高
松
宮
杯
第
51
回
大
山
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会（
３
月

1３
日
～
15
日
、
鳥
取
県
・
国

立
公
園
大
山
だ
い
せ
ん
ホ
ワ

イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
、
学
年
な
ど
は
大
会
時
の
も
の
）

◎
第
８８
回
全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
大
会（
2
月
25

日
～
３
月
2
日
、
長
野
県
・

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
）

▽
女
子
ジ
ャ
ン
プ

❶
小
林

諭
果（
早
稲
田
大
2
年
、
松

尾
中
卒
）

◎
世
界
選
手
権
大
会
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
種
目（
1
月
３0

日
～
３
月
1
日
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
フ
ァ
ル
ン
）

【
男
子
団
体
】▽
ジ
ャ
ン
プ

❹
日
本〔
小
林
潤
志
郎（
雪
印

メ
グ
ミ
ル
ク
、
松
尾
中
卒
）

ほ
か
▽
複
合

❻
日
本〔
永

井
秀
昭（
岐
阜
日
野
自
動
車
、

田
山
中
卒
）ほ
か
〕

◎
宮
様
国
際
ス
キ
ー
大
会

（
３
月
6
日
～
8
日
、
北
海

道
・
宮
の
森
ジ
ャ
ン
プ
競
技

場
ほ
か
）

◆
少
年
男
子
ジ
ャ
ン
プ

▽

ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

❶
小
林

陵
侑（
盛
岡
中
央
高
３
年
、

松
尾
中
卒
）▽
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1210まで。

地元の食の恵み味わう
郷土の新酒と食のゆうべ2０15

「郷土の新酒と食のゆうべ2015」が３月6日、岩手
山焼走り国際交流村で開催されました。

会場には、市内外の約150人が来場。市の地酒や
特産物を使った料理などがテーブルに並べられたほ
か、屋台コーナーも設置され、できたてのそばや天ぷ
らを求める人が長い列を作りました。また、ステー
ジ上では、大正琴の演奏や、株式会社わしの尾の社
員により酒造りの際に歌われる「蔵

く ら び と

人の唄」が披露さ
れ、会場を一層盛り上げました。 新酒と料理を囲みテーブルは和やかな雰囲気

魅力ある催しで大盛況
第17回寺田コミセンまつり

第17回寺田コミセンまつりが３月7、8の両日、
寺田コミュニティセンターで開催されました。

まつりでは、伝統芸能の披露やサークルの手芸作
品などが展示されたほか、焼き鳥などの販売コー
ナーが人気を集めました。8日は、地域の皆さん約
20人で構成する「寺田喜劇団」が喜劇「笑

しょう

吹
ふ く

寺
じ

」を公
演。劇は、お寺を舞台に繰り広げられるコメディで、
劇中にプロジェクターでの映像を織り交ぜるなど、
さまざまな工夫で観客の笑いを誘っていました。寺田喜劇団員の演技で会場内に笑い声が響きました

志高く将来の貢献誓う
市自衛隊入隊予定者激励会

市自衛隊入隊予定者激励会が３月15日、市役所多
目的ホール棟で行われました。

激励会には、市内出身の自衛隊入隊予定者12人の
うち10人を含む関係者ら約50人が出席。式典では、
陸上自衛隊岩手駐屯地の先輩隊員から激励の言葉が
送られたほか、入隊予定者を代表し、伊藤仁志さん

（19）＝中松尾＝が「さまざまな訓練や教育を受けて
精進し、東日本大震災の復興に携わりたい」と、今後
の目標を力強く語りました。 田村市長と固い握手を交わす入隊予定者の皆さん

ステージ上で旅立ちの言葉を披露
する卒業生72人（３月19日、大更小
学校）

卒業を報告するわが子を母親が抱
き寄せる感動の場面も見受けられ
ました（３月17日、田山小学校）

卒業生一人一人に菊池校長から卒
業証書が手渡されました（３月14
日、松尾中学校）
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市婦人消防協力隊の幹部研修会が
行われました（３月８日、市役所多
目的ホール棟）

市消防団第６分団にポンプ付積載
車が引き渡されました（３月24日、
市役所前）

成果を今後に生かそう
県立大学地域共同研究による成果発表会

県立大学地域共同研究による成果発表会が３月17
日、市役所多目的ホール棟で開かれました。

発表会には、関係者ら約100人が出席。県立大学
生が、平成26年度に田頭・松尾地区・五日市それぞ
れの地域振興協議会と取り組んだ地域共同研究の成
果について、発表を行いました。その後の座談会で
は、公民館がコミュニティセンターとなり、住民が
主体的に地域づくりを行うことの利点と課題などが
挙げられ、活発な議論が交わされました。成果発表とともに今後の取り組みも示しました

立派な小学生になるよ
市立あしろ保育所畑分園卒所式

あしろ保育所畑分園の卒所式が３月14日、同園で
行われ、市立として最後（４月から民間移管）の卒所
児となる6人の姿を関係者ら約３0人が見守りました。

卒所児は、大森玲子分園長から保育証書を授与さ
れた後、大きな声で将来の夢を発表。子どもの成長
を実感し、涙を流す保護者も見受けられました。式
が終わり、保護者と手をつないで退場する卒所児た
ちは、４月からの小学校生活に向け、希望あふれる
表情を浮かべていました。 お母さんに感謝の言葉と証書をプレゼント

身近なもので特産品を
寺田の魅力を活かした特産品を考える会

「寺田の魅力を活かした特産品を考える会」が３月
1３日、寺田コミュニティセンターで開かれました。

会には、地域の住民ら約80人が出席。公立大学法
人宮城大学食産業学部の津志田藤二郎教授による地
元特産品開発の事例紹介や自由討論などが行われま
した。主催者の畠山城司寺田地域振興協議会長は「身
近なものを利用して特産品が作れるという夢が出て
きた。リーダーを立て、住民と協力して研究してい
きたい」と、今後の展開に期待を寄せました。大勢の住民が講演などに耳を傾けました
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介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1093

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1103

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

一時保育とは、市内保育所（園）に入所していない児
童でも、保護者の冠婚葬祭や疾病、災害などで保育が困
難なときや、保護者の育児に伴う負担を軽減するため
に、市内の保育所で一時的に児童を保育するものです。
■対象児童 公立保育所は2歳児から。私立保育所は
施設によって異なります。
■一時保育の時間 公立保育所は午前8時半から午後
４時半まで。私立保育所は施設によって異なります。
■利用料 公立保育所については右表のとおり。私立
保育所は、施設によって異なります。料金をご確認の
上、児童を預ける時にお支払ください。また、利用料
以外に実費が必要な場合もあります。
■申請方法 保育所へ直接申し込みください。
※持ち物などについては、保育所にご確認ください。
※利用人数や行事によっては、利用を制限させていた
だくことがあります。

■一時保育を実施している市内施設
区分 施設名 児童の年齢 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

77-2328
松野保育所 74-2715
寄木保育所 76-2020
柏台保育所 78-2002
田山保育所 73-2155

私立

東慈寺保育園 １歳児から 76-3236
森の子保育園 ０歳児から 70-1880
杉の子保育園 ３歳児から 76-3345
平舘保育園 ０歳児から 74-2025
大更保育園 １歳児から 76-3526
あしろ保育園 ０歳児から 72-2431
畑保育園 ０歳児から 72-5511

■一時保育の利用料（日額、公立保育所）
現住所 ２歳児 ３歳児 ４・５歳児
市 内 2,000円 1,500円 1,000円
市 外 4,000円 3,000円

※年齢は４月１日現在の年齢です。公立保育
所の利用料は、利用後に納付書を郵送します
ので、指定の金融機関でお支払いください。

保育所に入所していない児童でも

一時的にお預かりします

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
、
再

度
申
請
し
、
正
確
な
介
護
度
を
判
定

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■ 

介
護
予
防
教
室
を
実
施
中

■ 

必
要
性
を
確
認
し
て
申
請

要
介
護
認
定
を
申
請
す
る
に
は
、

「
日
常
生
活
で
介
護
ま
た
は
支
援
を

必
要
と
す
る
状
態
で
あ
る
」こ
と
が

必
要
で
す
。

現
在
、
日
常
生
活
で
介
護
ま
た
は

支
援
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い
も
の

の「
将
来
の
た
め
に
、今
か
ら
申
請
し

て
お
け
ば
安
心
だ
か
ら
」と
い
う
理

由
で
、
要
介
護
認
定
を
申
請
す
る
人

が
い
ま
す
。

平
成
27
年
２
月
末
現
在
、
市
内
の

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う

ち
１
１
８
人
が
、
実
際
に
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、要
介
護
認
定
に
は
、

財
源
と
し
て
公
費
や
介
護
保
険
料
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。申
請
す
る
前
に
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
す
ぐ

に
必
要
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
度
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
量
が
変
わ
り
ま
す
。
状
態
に

変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
適
切
な

市
は
、
要

介
護
状
態
に

な
ら
な
い
た

め
に
、
軽
い

体
操
な
ど
を

行
う「
介
護

予
防
教
室
」

を
次
の
温
泉

施
設
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村（
☎

７
６
・
２
０
１
３
）

▼
西
根
老
人
憩
の
家（
☎
７
７
・
２

５
７
３
）

▼
市
自
然
休
養
村
な
か
や
ま
荘（
☎

７
８
・
３
１
３
２
）

▼
綿
帽
子
温
泉
館
あ
ず
み
の
湯（
☎

７
２
・
６
８
１
１
）

「
介
護
予
防
教
室
」は
、
65
歳
以
上

の
人
が
対
象
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

体を動かし介護予防
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

4
〕

の

雪
解
け
の
春
が
近
づ
き
、
間

も
な
く
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
も
2
年
目
を
迎
え
よ
う
と

す
る
中
、
地
域
づ
く
り
を
一
緒

に
担
っ
て
い
く
仲
間
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

特
に
立
春
を
過
ぎ
て
か
ら

は
、
市
内
・
外
を
問
わ
ず
地
域

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
に

声
を
掛
け
て
も
ら
う
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
八
幡
平
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
都
心
へ
出
る
機
会

も
多
く
、
地
域
の
魅
力
に
つ
い

て
何
度
も
考
え
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

荒屋コミセンは、安代地区の中心的場所にあり、
以前から各種団体の会議などに利用されてきまし
た。荒屋コミセンになって1年、荒屋公民館が閉
館したこともあり、地区のサークルなどの集いの
場としての利用も増えました。

図書室は、年間３00冊程度の新刊をそろえるなど
利用者のリクエストに応えながら運営していま
す。その一環として、車で各停留所を回り、本を
貸し出す「移動図書」を行っています（４月に「移動
図書」のお知らせを回覧します）。

荒屋コミセンでは、小学校と地域のつながりを
大切にしており、26年度中は、小学生が地域住民
から教わって行う畑作りなどを6回開催しまし
た。その他に子ども対象の事業として、昔遊び・
障子張り体験、16ミリ映画会、エネルギー教室、
人形劇などを実施。成人対象の事業としては、荒

で
、
市
内
で
も
都
心
と
同
じ
モ

ノ
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
僕
ら

よ
う
に
外
か
ら
や
っ
て
き
た
者

は
、
都
心
部
で
は
体
験
で
き
な

い
自
然
や
、
旬
の
食
材
を
生
か

し
た
素
朴
な
郷
土
料
理
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
心
の
交
流
な
ど

に
大
変
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

西
会
津
の
協
力
隊
員
が
地
域

の
人
と
の
心
の
交
流
を
通
じ
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
な
愛

着
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

し
て「
協
力
隊
を
卒
業
後
、ど
こ

に
居
て
も
ず
っ
と
交
流
を
続
け

る
」と
、言
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

僕
が
東
京
で
働
い
て
い
た

頃
、
ふ
る
さ
と
を
持
た
な
い
友

人
が
、
ふ
る
さ
と
に
憧
れ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、

同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
人
た

ち
が『「
た
だ
い
ま
」と
言
え
る

よ
う
な
地
域
』と
交
流
す
る
機

会
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

屋地区住民と市長との懇談会を開催し、地域課題
について話し合いました。また、料理・健康・手
芸教室、水彩画教室や防犯教室なども行い、好評
をいただきました。
■26年度中の事業の一部を写真で紹介

▶12月３日
小学校との連携事

業。地域の人と子ども
が一緒になり、楽しく
お菓子を作りました。

▶１月８日
小学生と高齢者の皆

さんが、昔ながらの
ゲームで遊び、交流を
深めました。

▶２月23日
「冬野菜を使い切り

ましょう」という目的
の料理教室を開催しま
した。

地域おこし協力隊全国サミット
で市の魅力を発表（３月８日、
六本木ヒルズ）

コミセンと図書室をご利用ください

第13回 ＱＲコードを読み
取ると、荒屋コミセン
のF

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookのページ

にアクセスできます。

コミュニティセンター通信
荒屋コミセン

☎72-2505

子どもたちとのつながりを大切に
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新年度のイベントも充実！新年度のイベントも充実！新年度のイベントも充実！

こどもの読書週間が始まりますこどもの読書週間が始まりますこどもの読書週間が始まります

 ことし９月に迎える市制施行10周年を記念し
て、不動の滝にまつわる伝説や伝統芸能、これま
でに開催したイベントの模様、本市から見える雄
大な岩手山などを紹介する写真展を開催します。

日頃、何気なく見過ごしてしまう景色も、写真
で見ることにより、新たな魅力が発見できるで
しょう。また、皆さんがまだ知らない、隠された
市の伝説が紹介されるかもしれません。トピック
展をご覧になった後、ぜひ、現地に赴いてみては
いかがでしょうか。

トピック展は、次のとおり開催します。
■開催期間 5月1日㈮から7月３1日㈮まで
■休館日 月曜日 ※月曜日が祝日の場合、翌平
日
■開館時間 午前９時から午後４時半まで ※
入館は午後４時まで

はくぶつかん祭りは５月10日トピック展を開催します！
お待たせしました！ 毎年恒例の「春のはくぶ

つかん祭り」は、5月10日㈰に開催します。内容は
検討中ですが、今年も数種類の体験講座を行う予

博物館友の会会員を募集
市博物館友の会では、27年度の会員を募集して

います。市の歴史・文化を勉強したい人、博物館が
開催するイベントなどをお手伝いできる人など、
ぜひ、友の会へ入会し、一緒に博物館を盛り上げ
ませんか。
■会員特典 27年度内、市博物館入館無料
■問い合わせ先 同会事務局（☎6３-1122）まで

26
年
度
体
験
講

座
の
様
子

定です。詳細が決まり
次第、ポスターやチラ
シでお知らせしますの
で、お見逃しなく！

４月23日からこどもの読書週間 子ども図書館まつりを開催

「本は キラキラ 万華鏡」の標語を掲げ、４月
2３日㈭から、読書週間を実施します。
『こどもたちにもっと本を、こどもたちにもっと

本を読む場所を、との願いから「こどもの読書週
間」は1959（昭和３4）年に誕生しました。こどもに読
書を勧めるだけでなく、大人にとってもこどもの
読書の大切さを考えるとき、それが「こどもの読書
週間」です。』（引用＝公益社団法人読書推進運動協
議会）

この機会に、親子で読書に親しみましょう。

◎図書館の活動
▶新刊子どもの本を読む会（第1土曜日午前10時
から）
▶あみぐるみ教室（第2金曜日午前10時から）
▶おはなしのじかん（第2・第４土曜日午前2時半
から）
◎サークル活動
▶日本近代史を学ぶ会（第３月曜日午後1時から）
▶八幡平短歌会（第３土曜日午後1時から）

参加希望者は、図書館へ問い合わせください。

定期開催行事などの日程

子ども図書館まつりを開催します。お話ボラン
ティア「おはなしちゅーみん」によるお話会や本の
交換会などの実施を予定しています。
■日時 5月10日㈰午後1時半から
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（２月届け出分）

No.115

広報クイズ
４月９日号の問題

正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて応募
してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。紙面づ
くりの参考にさせていただきます。
◎�応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒028-7397（住所不要）
☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限 ４月27日㈪消印有効
◎第114回の正解 安比塗 ▶応募者16人 ▶正解者15人
▶当選者 山村辰哉さん（大更）、遠藤芳子さん（松尾寄木）、阿部愛子さん（荒屋新町）

ＪＲ花輪線北森駅と
市役所庁舎をつなぐ
自由通路の愛称は？

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

◎男の子
小林 柊

しゅう
（淳・里美／山崎）

小澤 翔
しょうた

太（斉・美幸／町組）

◎女の子
三橋 椿

つ ば き
生（健人・浩恵／荒屋新町）

澤瀬 美
み ゆ う

結（慎也・希／両沼）

伊 芽
め い り

梨（公紀・美緒／上寄木）

遠 凛
り ら

咲（雅元・祐子／両沼）

八幡 真司 ／苗石田

佐藤 天恵 ／奥州市

砂子田 和伯 ／両沼

千葉 寛美 ／両沼

井上 マツエ 90歳 山子沢

伊 ミネ 9３歳 下平笠

工藤 昭一 87歳 下町一区

松村 由太郎 71歳 渋川開拓

髙橋 昭三 86歳 五百森

安保 キヌ 78歳 仲町

羽沢 ツル 94歳 五日市３区

小野寺 心一 60歳 わし森

本宮 博 90歳 秋葉

工藤 光子 88歳 松川

高橋 萬作 82歳 共新

森 フクエ 92歳 駅前一区

𠮷田 キクエ 80歳 中村

髙橋 吉男 9３歳 北寄木

八嶋 アサ 71歳 下町三区

伊藤 アイ 86歳 帷子

松本 トミ子 90歳 上寄木

梶本 範生 61歳 大花森

佐々木 德 79歳 中松尾

大巻 三男 7３歳 両沼

小泉 ヨシエ 80歳 大泉

遠藤 サメ子 88歳 駅前二区

竹田 榮藏 81歳 渋川

土沢 由藏 92歳 浅沢第2

髙橋 ナカ 94歳 上野駄

伊藤 均 6３歳 高宮

渡邊 榮吉 8３歳 五百森

角舘 トシヱ 96歳 石名坂

田代 キノ 84歳 柏台三丁目

工藤 一由 45歳 渋川開拓

伊藤 一男 79歳 薬師

お幸せに

（

健やかに

（

■交通事故発生件数など ※（ ）は前年同月の数

項 目 ２月 1月からの累計
人身事故 4（8） 6（9）
物損事故 44（39） 96（116）
負 傷 者 6（7） 8（9）
死 者 0（1） 0（1）
飲酒運転 1（1） 1（3）
火 災 0（２） 0（4）
救 急 114（94） 235（190）

■人口の動き【２月28日現在 （ ）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,630（－24） 6,255（－3）
松尾地区 6,104（－3） 2,356（－２）
安代地区 4,850（－1） 1,875（

＋

3）
合 計 27,584（ー28） 10,486（－２）
男 性 13,305（－14）
女 性 14,279（－14）

出生 8 死亡 38
転入 21 転出 19
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放射線などの測定結果について

西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。

2月12日・19日・26日、３月
5日・6日の測定で、放射性物質
は検出されませんでした。内容は、
市ホームページで公開しています。

詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

高速道路への立ち入り 
逆走はやめてください

東北地域の高速道路で、歩行者
や自転車の立ち入り、車両の逆走
が多発しています。死亡事故につ
ながる可能性がありますので、絶
対にやめてください。

立ち入りや逆走を目撃した場合、
「110番」または「♯9910」（道路緊急
ダイヤル）に通報してください。

詳しくは、東日本高速道路株式
会社（N

ネ ク ス コ

EXCO東日本）東北支社盛
岡管理事務所（☎019-6３8-0190）
まで。

歯や口に関する悩み 
無料電話相談を実施

県保険医協会歯科部会では、歯
や口の中の健康に関する悩みなど
の無料電話相談を実施します。相
談は無料です。
■日時 ４月17日㈮午前10時か
ら午後7時まで（相談を受け付け
た後、歯科医師が午後7時以降に
電話で折り返し、回答します）

詳しくは、同協会歯科部会（☎
019-651-7３41）まで。

多重債務で困ったら 
電話相談しませんか

東北財務局盛岡財務事務所で
は、借金の電話相談に応じます。
■相談電話 019-622-16３7（平日
午前8時半から午後４時半まで）

詳しくは、同財務事務所（☎
019-625-３３5３）まで。

【広 告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

交通事故や詐欺など 
被害防止にご協力を

◎入学期の交通事故について
入学シーズンは、子どもが被害

に遭う交通事故が多発します。地
域住民が協力し、登下校時の見守
り活動や通学路の危険箇所の点検
に努め、事故を防止しましょう。
◎迷惑電話チェッカーのモニター
を募集中

岩手警察署では、振り込め詐欺
撲滅のため、迷惑電話チェッカー
のモニターを募集中です。
■モニター期間 設置日から平成
29年1月３1日㈫まで
■対象 次の項目全てに該当する
人▶県内在住▶自宅の固定電話に
番号表示サービスを利用している
人▶モニター期間中、アンケート
に協力できる人
◎ハードロック運動を実施中

同署では、自転車などの鍵掛け
を強化する「ハードロック運動」を
実施中です。家・自動車・自転車
を離れる場合、必ず施錠し、自転
車盗難や車上狙いを防ぎましょう。

詳しくは、八幡平幹部交番（☎
76-2011）または岩手警察署生活安
全課（☎62-0110）まで。
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農業委員会活動計画（案） 
などに意見を募集します
市農業委員会は、農業の担い手

の育成・確保、農地の利用集積お
よび耕作放棄地の解消などについ
て積極的な活動を推進するため、
26年度の点検・評価（案）と27年
度の目標とその達成に向けた活動
計画（案）を取りまとめました。

そこで、この計画などの策定に
関して、意見を募集します。
■計画（案）などの閲覧場所 市農
業委員会事務局、西根総合支所地
域振興課、安代総合支所土木林業
課、市ホームページ
■募集期限 5月8日㈮
■提出方法 ❶郵送（〒028-7３97
八幡平市野駄21-170 八幡平市
農業委員会事務局）❷ファクス

（0195-74-2102）❸ 電 子 メ ー ル
（nogyo inbukyoku＠ci ty .
hachimantai.lg.jp）のいずれか
の方法で住所・氏名・電話番号を
日本語で明記し、提出ください
※様式は自由です。書類に不備が
ある場合、意見書として取り扱い
ません。
■意見などの公表 提出された意
見は、市の考え方を添えて、その
内容を公表する予定です（個人が
特定できる情報は記載しません）。

詳しくは、同事務局農業振興係
（☎・内線1３52）まで。

学生の国民年金保険料 
納付特例制度あります

国内に住む全ての人は、20歳に
なった時から国民年金の被保険者
となり、保険料納付が義務付けら
れますが、在学中の学生には、保
険料納付を猶予する学生納付特例
制度があります。制度の適用希望
者は、次により申請ください。
■対象 大学、短大、高校、高専、
専修学校、各種学校や夜間・定時
制や通信課程の学生（学生本人の
所得要件があります）
■必要書類 国民年金手帳、学生
などを証明する書類（在学証明書
原本または学生証の写し）など
■申請期間 27年度（27年４月～
28 年３月）分は、27 年４月1日か
ら受け付けを開始しています。

詳しくは、市役所市民課国保年
金係（☎・内線 1071）まで。

四十四田ダム流域の 
食材や情報が大集合

四十四田ダムさくらまつり実行
委員会では「四十四田ダムさくら
まつり2015」を開催します。
■日時 ４月29日㈷午前10時から
午後４時まで
■場所 同ダム駐車場（盛岡市下
厨川字四十四田1）
■内容 ステージイベント、うま
いもの市、フリーマーケット、ダ
ム・発電所見学など

詳しくは、同委員会事務局（☎
090-4551-865３）担当・佐井まで。

一人一人が心掛けて 
山火事を防止しよう

5月３1日㈰まで県山火事防止運
動を実施中です。次のことに気を
付け、山火事を防止しましょう。
▶強風時や空気の乾燥時は、たき
火・火入れ・野焼きをしない。
▶たき火の場所を離れる場合、必
ず消火する。
▶火入れを行う場合、必ず市の許
可を受ける。

詳しくは、安代総合支所土木林
業課林業係（☎・内線３142）まで。

税金は期限内に 
納めてください

所得税や消費税などを期限内に
納付できなかった場合などは、法
定納期限の翌日から納付日まで延
滞税がかかります。

この場合、金融機関または所轄
の税務署で本税と延滞税を合わせ
て納付いただくことになります。

詳しくは、国税庁ホームペー
ジ（https://www.nta.go.jp/）
をご覧ください。

森林伐採や開発は 
手続きが必要です

森林を伐採・開発する際には、
伐採などを開始する90日から３0日
前までに届け出や許可申請などの
各種手続きが必要です。

伐採・開発の計画がある場合、
下記までご相談ください。
■各種問い合わせ先 ▶保安林以
外の森林での立木の伐採＝安代総
合支所土木林業課林業係（☎・内
線３142）▶保安林での立木の伐採
や土地の形質の変更＝盛岡広域振
興局林務部（☎019-629-6615）▶
保安林以外の森林での１㌶を超え
る開発行為＝同局林務部（☎019-
629-6616）

堆肥の適正管理に 
協力お願いします

家畜排せつ物による堆肥は、
農産物の生産に有効な資源である
一方、野積み状態で管理が徹底さ
れていない場合、悪臭や害虫の発
生、汚水の地下浸透など、生活環
境の悪化要因になります。

次の事項に注意し、堆肥の適正
管理にご協力をお願いします。
▶堆肥は必要な分だけ運び、運搬
後は、速やかに農地へ散布し作付
けする。
▶やむを得ず、農地などで堆肥を
保管する場合、堆肥の上下を防水
シートで覆い、風に飛ばされない
ようしっかり固定する。

詳しくは、市役所農政課畜産係
（☎・内線1337）まで。

出張年金相談の会場が 
27年度から変わります

これまで西根地区市民センター
で行っていた出張年金相談を、４
月から市役所多目的ホール棟で実
施します。相談日時は、広報お知
らせ版「暮らしの情報カレンダー」
をご覧ください。

詳しくは、盛岡年金事務所（☎
019-62３-6211）まで。
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会
社 今月の表紙 将来の夢は消防士かな？

八幡平消防署防災フェスタが３月８日、
同署敷地内で開催され、家族連れなどでに
ぎわいました。
防災フェスタでは、防災用品や東日本大
震災の写真などを展示。体験コーナーでは、
地震・煙体験や防火衣の試着、初期消火・
放水体験会などが行われ、訪れた子どもた
ちは、各展示などを見学し、防災への関心
を高めました。

放水体験会も実施

▪
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▽
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木
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市
の
特
産
品
で
あ
る
リ
ン
ド
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栽
培
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取
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協
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ク
ー
ル
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林
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賞
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表
彰
式
は
３
月
９
日
に
東
京

都
内
で
開
催
。
12
日
に
は
、
髙

村
敏
彦
部
会
長
と
関
係
者
ら
が

市
役
所
を
訪
れ
、
田
村
正
彦
市

長
ら
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

髙
村
部
会
長
は「
先
輩
た
ち

か
ら
引
き
継
い
で
き
た
リ
ン
ド

ウ
栽
培
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
た
の
は
、
非
常
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喜

ば
し
い
。
こ
れ
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で
の
試
み
の

方
向
性
が
正
し
か
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た
こ
と
が

証
明
さ
れ
た
」と
語
り
、
今
後

に
つ
い
て「
受
賞
を
ひ
と
つ
の

ス
テ
ッ
プ
と
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て
、
部
会
の
目

標
で
あ
る
年
間
売
り
上
げ
15
億

円
を
達
成
し
た
い
」と
、
意
欲

を
高
め
ま
し
た
。

プロフィル 昭和47年、安代町で水田転換
品目としてリンドウの栽培を始めた若手生
産者【４ Hクラブ（農業青年クラブ）員】が、
栽培方法の確立、販売対策のために「安代
町農協花き園芸生産部会」を組織したのが
始まり。以後、農協合併などによる再編を
経て、平成24年2月に「新岩手農業協同組
合八幡平花卉生産部会」に改称。同部会の
会員数（３月12日現在）は170戸で、髙村敏
彦氏（55）＝高畑＝が部会長を務める。

第24回花の国づくり共励会 花き技術・経営コンクール
農林水産大臣賞受賞
新岩手農業協同組合八幡平花

か き
卉生産部会

田村市長（手前）に農林水産大臣賞受賞を報告する（左から）髙村敏彦部会長、
高橋正ＪＡ新いわて八幡平営農経済センター長と同センター職員




